
Planning proposal

岩手県大槌町（おおつちちょう）

岩手県地域づくり人材事例発表会

NEXT

大槌町移住定住事務局



01 自己紹介

02

03

04

C
O
N
TE
N
TS

Otsuchi Town 

Life & Relocation

Support Office 

2

大槌町移住定住事務局とは

移住定住事務局の事業について

今後の展望について



１．自己紹介



伊藤将太（いとうしょうた）

▶︎自己紹介

＃農家とプロデューサー

＃大槌町地域おこし協力隊

＃大槌町移住定住事務局事業責任者

＃事業開発 ＃企画制作 ＃プロジェクトディレクション

＃耕作放棄地を起点に繋がりと新価値を生み出す

Reファームプロジェクト

＃モットー①「できるまでやればできる」

＃モットー②「みんなでみんなのために」
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伊藤将太（いとうしょうた）

▶︎自己紹介

▶︎大槌に移住したきっかけ：

・地域おこし協力隊の制度設計／採用プロモーション等を

サポートする中で、現場感が足りないことを実感し、

自分自身が移住し地域おこし協力隊になることを決意。

・移住定住事務局の立ち上げをゼロから担うことができる

募集を見つけたことがきっかけ。

・役場担当者の柔軟さ、住民のオープンな人柄に惹かれた。

・畑も海も暮らしの側にある地域に移住したかった。
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２．大槌町
移住定住事務局とは



＃岩手県

＃三陸沿岸

＃人口１万ちょっと

＃新巻鮭

＃南部鼻曲がり鮭

＃岩手大槌サーモン

＃海の幸

＃山の幸

＃川の幸

＃里山暮らし

＃里海暮らし

＃コンパクトな町

＃距離が近い

＃助けの文化

＃お振る舞い

＃人のあたたかさ

＃個性あふれる

＃小中一貫校

＃湧水
＃ジビエ

＃復興
＃探求学習 ＃雪が少ない

＃新しい建物

＃郷土芸能

＃ちおこ

＃豊かさの追求

＃空き地と空き家
＃地域コミュニティ

＃ローカルSDGs etc…
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▶︎岩手県大槌町（おおつちちょう）って？
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▶︎岩手県大槌町（おおつちちょう）って？



2021年4月からスタートした「地域おこし協力隊制度」に伴い、地域おこし協力隊事務局を設立。
その後、同年10月に移住定住事務局を設立し、同年12月から本格始動。

【みんなで、みんなの「居・色・自由」をかたちに。】をスローガンに、
今住んでいる人の豊かさの追求に重きを置いた ”定住視点からの移住促進 ”に取り組んでいます。
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▶︎大槌町移住定住事務局とは？



遠回りでも持続可能な

移住定住の取り組みを！

移住者は

自然と増えてくる。

▶︎大槌町移住定住事務局とは？

10

今、大槌で暮らす人たちが

より豊かに暮らせるように。



▶︎大槌町移住定住事務局とは？
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■現在（2023年1月時点） 事務局体制は6名。
移住メンバーと地元メンバーの半々で構成。

■個性（スキル）を最大限活かすチームづくり

フルフレックス／リモートワーク／子連れ出勤
主担当制／成果主義／みんなでみんなのために

移住者からの視点と定住者からの視点を
掛け合わせた事業／企画づくりが可能。

誰でも活躍できる職場をつくる。
→地方に”これからの働き方”を根付かせる。

３．移住定住事務局の
事業について



知る 暮らす

働く つながる

生きる

【知る】：おおつちを知ってもらう

地域ブランディング、イベント出展、HP運用 etc..

【暮らす】：おおつちの暮らしを豊かにする

移住定住コンシェルジュ、空き家バンク etc..

【働く】：おおつちの働き方をデザインする

地域おこし協力隊制度設計／募集、複業組合 etc..

【つながる】：おおつちとの繋がり方を提案する

関係人口創出、移住体験プログラム etc..

▶︎大槌町移住定住事務局とは？
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大槌の ”ありのまま”を知ってもらう

・大槌の人のあたたかさ／人間味をアピール

・飾らないで生きていけることをアピール

・移住後のミスマッチを減らす

・「おおつち暮らし」というブランドを構築していく

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -知る



WEBメディア／SNS運用

− 「ココカラオオツチ」の運用

− 各種SNS運用／発信

移住定住ブック制作

− 移住定住ガイドブックの制作

− 居場所マップ／その他リアル媒体の制作

移住イベント出展等

− 移住相談フェアの出展

− ちおこ募集プレゼンの参加

知
る

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -知る



▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -知る
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■「ふるさとCM大賞」のPR動画を制作 → 銀賞を受賞

■大槌町の「町紹介動画」を制作

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -知る



大槌での心豊かな生活をサポートする

・転入／暮らしへのハードルを下げる

・地域に”あなたにとっての居心地の良さ”をつくる

・新たな生活／自分らしい生活をはじめられる町へ

・今、住んでいる人が「暮らし続けたい」と思える町へ

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -暮らす
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空き物件バンク

− 空き賃貸物件情報収集・公開

− 空き家情報収集／空き家バンクの開設準備

移住定住コンシェルジュ

− 移住相談／暮らし相談の窓口対応

− おおつちこどもおうえんまっぷ制作

− 移住支援政策の提案・策定

暮

ら
す

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -暮らす
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▶大槌町での暮らす事をイメージしやすいように、

大槌町の不動産が保有する 賃貸物件を一覧化。

約40件の賃貸物件を掲載

・いつでも問い合わせ可能

・各不動産の連絡先を記載

・各災害に対応した緊急指定避難場所を記載

大槌町の賃貸物件リスト

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -暮らす
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暮らしの相談窓口

▶これから大槌町で暮らし始める方と大槌町に暮らしている方が

より快適な生活を送るための「暮らしの相談窓口」を開設。

・「コンシェルジュカード」の制作 ・移住相談／暮らし相談の対応

→役場町民課へカードを設置。相談者には手渡しをする仕組みを構築。

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -暮らす

転入手続きリスト

▶引っ越し等に伴うあらゆる手続きを

チェックしながら進められる「手続きリスト」を制作。

・必要手続きを一覧化 ・手続き冊子の制作

→役場町民課へカードを設置。相談者には手渡しをする仕組みを構築。
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おおつちこどもおうえんまっぷ

▶大槌町に住む子どもたちが安心して過ごせる

「居場所」となる町内の施設や活動をまとめた

居場所マップを制作。

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -暮らす

移住促進政策づくり (ガス料金割引)

▶移住定住補助金の利用者を対象に、

プロパンガス料金の割引政策を提案。

町内の事業者さまに協力いただき制度を設計。

2023年1月よりスタート！
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大槌の ”働き方をデザインし発信する”

・デザイン＝ヒトを中心に考え課題解決を設計すること

・大槌で働くことの課題点をヒト基点で考え解決方法を模索

・新しい働き方を提示し、新たな雇用／事業を創出する

・働き方／働き口を提示し、働くことの豊かさを上げる

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -働く
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地域おこし協力隊募集業務

− 制度設計／運用設計

− 採用プロモーション／採用業務全般

働
く

特定地域づくり事業協同組合

− 組合設立・運営補助

− 参画事業者募集／働き手募集

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -働く
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▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -働く
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・大槌町地域おこし協力隊は2021年4月からスタート。

・移住定住事務局は募集設計／プロモーション／お試し移住等を対応。

1期メンバー＆２期メンバーの合計19名の採用に成功。

７分野の受け入れ事業者のもとで活動中。

現在、3期メンバーを募集中！（〜2/28）

興味のある方は、、、

「2/26 オンライン募集説明会」へ！ ▷▷

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -働く
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大槌町との関わり方を増やし再定義する

観光以上移住未満の ”あたらしい関わり方”を提案。

町内外をつなぐ ”人の循環・環流”をつくる。

フラットでオープンネスな地域風土を醸成する。

”あたらしい”に寛容な地域を創造する。

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -つながる
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2023.4 〜
スタート！

来訪者が町内の好きな場所を「地域の体験場所」や「働き場所」として

好きな時に好きなように活用することができる。

関係／交流人口

薪割り体験

震災伝承

ツーリズム

畑お手伝い
ジビエ体験

etc...

ボランティア参加
藻場再生活動体験

民宿／ホテル

ワーク拠点

（空き家／遊休施設活用）

（ワーケーション機能）

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -つながる
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来年度以降予定している活動内容

・ジビエ・薪割り体験など、大槌町を体験できる場所作り、仕組みづくり

・空き家の改修・利活用 → 関係人口の交流拠点として

・若者／大学生を巻き込み、大槌と交流する人たちの拡充

大槌町とつながるとポジティブになれる！

と思う人を増やしていく

▶︎大槌町移住定住事務局とは？ -つながる

■現在（2023年1月時点） 事務局体制は6名。
移住メンバーと地元メンバーの半々で構成。

■個性（スキル）を最大限活かすチームづくり

フルフレックス／リモートワーク／子連れ出勤
主担当制／成果主義／みんなでみんなのために

４．今後の展望について



従来の移住定住支援は、

・市町村PR ・移住相談対応等の受け身かつ外向けばかり活動がメイン。

しかし、それでは他市町村との差別化はできない。

だからこそ、私たちは、

「クリエイティブかつ攻めの移住定住事業」を展開していきます。

・ターゲット層別の関係人口創出プロジェクトの展開

・地域住民のやってみたいを形にするチャレンジフィールドの構築

・町にハマる”ちょっとディープ”な移住体験ツーリズムの企画 etc...

これまでの枠に捉われない

『みらいをつくる移住定住事業』を。

▶︎今後の展望について
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